
名古屋おもてなし武将隊 徳川家康です。

これから、名古屋市からの説明として、名古屋城天守閣の整備について、ご説明

いたします。

なお、より詳しい資料として、別で資料編をご用意しています。参考にご覧いた

だければと思います。



名古屋城天守閣の木造復元事業についてご説明します。

現在の天守閣は、戦災による木造天守焼失後、1959年に建てられたものですが、

再建から60年以上が経過し、耐震性能の確保が課題となっています。

名古屋城には、先人の方々の苦労と努力により豊富な史資料が現存しており、

名古屋城は、唯一、史実に忠実な復元が可能と言われています。



名古屋城は、天守の巨大さはもちろん、

本丸御殿の規模、石垣の量、二之丸庭園の規模を見ても、

日本一の城郭といえます。



近世城郭の最高峰である名古屋城全体を整備していくことで、

近世期の名古屋城本丸を実感できる歴史的、文化的空間を再現し、

・特別史跡名古屋城跡の本質的価値の理解の促進

・文化面及び観光面における魅力の向上

につなげていきたいと考えています。



特別史跡名古屋城跡の本質的価値とは、

・徳川家康の命により築城された、尾張徳川家の居城であった城跡 であり、

・現存する遺構や、詳細な史資料により、

築城期からの変遷をたどることができる城跡 であり、

・現在の名古屋へと続く都市形成のきっかけとなった城跡 であることです。

このような本質的価値の理解の促進のためにも、天守閣の木造復元事業を進めて

まいります。



現天守閣は、戦後復興の象徴であり、博物館としての役割を果たすなど、

名古屋の誇りとして、今もありつづけています。

木造復元事業を進めるにあたっては、現在の天守閣の記録・記憶を後世に伝えて

いくことも重要と考えています。



さて、ここからは、復元事業の進捗状況についてご説明します。

まずは、き損事故への対応です。



き損事故とは、令和2年3月2日、

重要文化財旧本丸御殿障壁画等を展示収蔵するための施設のオープンにむけて、

外構工事を行っていたところ、地中に埋まっていた江戸時代の蔵跡と推定される

石列をき損してしまったものです。

天守閣木造復元を含めた名古屋城の全体整備を

進めていく中でこの事故が起こり、

二度とこのようなことがおきないよう、真摯に反省し、

組織を挙げて再発防止に全力で取り組む必要がありました。



このことから、有識者や文化庁の指導、助言をいただきながら、再発防止対策を

とりまとめ、令和2年6月26日に文化庁へ提出いたしました。

その後、き損した部分の詳細な調査を経て、現在は修復作業を行っているところ

です。

今後は、再発防止対策を徹底し、展示収蔵施設のオープンにむけた外構工事を、

再開する予定です。



次に、文化庁からの指摘事項への対応と今後の流れです。



平成31年4月19日に「現天守閣解体の現状変更許可申請書」を文化庁に提出し、そ

れに対し、令和元年9月24日に文化庁から指摘事項が示されました。

その指摘事項において、文化庁から工学的視点に加え、考古学的視点からの調査・

検討を求められています。

不足している考古学的な調査として、具体的に、次の4つが示されています。

・ 内堀の地下遺構の把握、御深井丸側内堀石垣の現況

及び安定性を確認するための追加発掘調査

・ 御深井丸の地下遺構把握のための発掘調査

・ 大天守台北面石垣の孕み出しについての調査・検討

・ 天守台石垣背面等の空隙についての調査

また、このほかに、現天守閣解体の理由が耐震対策のみか、木造天守復元のためか、

の検討・整理、及び、木造天守復元に係る計画の具体的内容の追加提出も求められ

ております。

現在、この調査や検討・整理を進めているところで、令和3年4月にその結果を取り

まとめたものを文化庁に提出していく予定でおります。

この回答を行なうことで、文化庁での議論を進めていただくなどの、次のステップ

へ進む一定の環境が整うと考えております。



文化庁からの指摘事項への対応として、令和2年度に実施している調査を紹介します。

1つ目に、本丸内堀の発掘調査についてです。

令和元年度に黄色の範囲で実施した地中レーダー探査で、地中に何かが埋まってい

る、あるいは空洞になっている可能性がある範囲がわかりました。

この範囲において、図の緑色で示したT字の形状で発掘調査を行います。

本丸内堀の発掘調査は、令和2年11月から開始しています。



2つ目に、御深井丸等地下遺構の発掘調査についてです。

「仮設構台・桟橋を設置することとされている御深井丸については、地下遺構の状

況を把握し、遺構が集中している箇所には構台等を設置しない等の検討が必要であ

る」という文化庁からの指摘事項に対応するための調査です。

現天守閣解体工事に伴う仮設構台設置範囲の地下遺構の状況を確認するため、図で

赤色の四角で表示された２６か所の位置において、トレンチ調査を行います。

また、小天守西側の黄緑色の〇印の位置において、地下遺構の深さを把握するため、

ボーリング調査を行います。

この調査は、令和２年１２月から調査を開始しています。



3つ目に、天守台石垣の背面における空隙についての調査です。

これまで行ったレーダー探査では、栗石層に締固め密度が低いと考えられる強い反

応が点在していましたが、特に孕み出し部にのみ強い反応が認められる状況ではあ

りませんでした。

調査箇所は、既往レーダー探査測線として、赤色の縦方向の実線で示しております。

しかしながら、文化庁からの指摘事項に従い、より精度の高い情報を得るため、今

回、大天守台北面の孕み出し部分を中心に、図の黒色の破線において、横方向5本・

縦方向3本の追加レーダー探査を行いました。

この調査は、令和2年9月に開始しました。現在、調査結果を取りまとめ中です。



つづいて、現天守閣の解体理由と木造天守復元に係る計画の検討、整理です。

現在、木造天守復元の具体的計画を本丸の基本構想の中で整理をしており、これに

ついても、取りまとめたうえで文化庁へ追加情報として提出をしていく予定で進め

ております。



以上の調査、検討、整理を行い、指摘事項に対する追加情報の提出を文化庁に行

い、復元検討委員会でご審議いただき、最終的に「解体」と「復元」を一体化し

た現状変更許可を得た上で、現天守閣の解体及び木造天守の復元工事に入ってい

くことになります。

復元過程は、公開を予定しています。



次に、木材の調達及び保管状況です。



江戸時代、名古屋城を築城するため、裏木曽地域から、大量の木材を調達したとい
う記録が残されております。

木造天守復元に使用する木材は、裏木曽地域をはじめとした木材関係者のご協力を
いただき、全国各地から調達しております。
平成30年7月の契約締結以降、木材を2,071本調達しました。

また、木材は、岩手県、岐阜県、愛知県、奈良県、高知県内のそれぞれ倉庫に保管
されております。

調達した木材は、直射日光を防ぎ、風通しがよい適切な環境で保管することにより、
木材の品質を安全に保つことができます。

木材の表面が変色することがありますが、使用前に修正製材を行うため、問題とは
ならないことを、複数の宮大工の方から伺っております。



次に、バリアフリーの検討です。



名古屋市は、木造天守の史実に忠実な復元と誰でも昇れるためのバリアフリーを
両立することを目指しています。

史実に忠実に復元をしようとした場合、通常のエレベーターが設置できないため、
史実に忠実な復元とバリアフリーを両立するための有用な技術を世界中から募り
実用化することとしました。

検討状況といたしましては、障害者団体の皆様には、丁寧に説明をするとともに、
新技術の公募についてのご意見をいただきながら、史実に忠実な復元とバリアフ
リーの両立の実現に向けて検討する対話を進めて来ています。



次に、機運醸成です。



木造復元事業の機運を高めるため、イベントを行っています。

VR映像で木造天守の内部の体験や、木造復元天守の模型を体験するイベントを、
商業施設で行いました。



また、イベントブースや城内などでのご寄附や、金シャチパートナーからのご寄

附・ご支援もいただいています。

いただいたご寄附は、木造復元事業に活用させていただいております。



さて、最後になりますが、復元事業の推進の取り組みとして、今後も、

・文化庁や地元有識者からの指導・助言に基づき

適切に対応し、

・史跡全体の適切かつ厳格な保存を最優先にし、

遺構等に影響を及ぼすことのないよう、慎重に整備を進めるとともに、

・市民の皆さまの木造復元事業への理解が深まるよう

機運の醸成に努めてまいります。



以上で、名古屋市からの説明を終了いたします。

名古屋城天守閣木造復元事業について、少しでもみなさまの理解を深めていただ

く機会とすることができていたら幸いです。

ご清聴ありがとうございました。


